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  １ 本プロジェクトの背景と目的 

小学校学習指導要領 理科第 6 学年では、地域の自然に親しむ活動や体験的な活動を多く取り入れ

ることに言及しており(文部科学省, 2018a)、中学校学習指導要領 理科第 2 分野 第 1 学年では、代

表的な岩石類とそれらの造岩鉱物を扱いながら、身近な地形や地層，岩石などの観察を学校内外で行

うこととしている(文部科学省, 2018b)。その一方で、野外実習は安全配慮への教員負担、及び適切

な教材選択には一定の専門性と経験を要し、実施の際に想定される懸念事項は少なくない。 
近年は、ICT 環境の整備により、岩石写真、薄片写真、動画、3D 画像などを用いた学習資料の制

作や観察対象の明確な提示も可能になっている。これらは、実物標本が不足している場合や、授業時

間・観察環境に制約がある場合に有用な教材となり得る。一方で、デジタル教材と従来の紙媒体や実

物標本は、それぞれ提示できる情報や観察の仕方が異なるため、授業のねらいに応じてどのように選

択あるいは組み合わせるかを検討する必要がある。 

東京学芸大学及び附属学校には、これまでの教育・研究活動の中で収集・整備されてきた岩石・

鉱物標本や、屋外に設置された岩石園が存在する。これらは、児童・生徒が実物を通して地学的な事

象に触れるための貴重な教育・研究資源である。しかし、設置や収集から時間が経過した標本も多く、

当初の標本情報が欠落しており、標本情報とそれらの整理を必要としている。そのため、東京学芸大

学及び附属学校が所有する岩石・鉱物標本を教育・研究資源として活用する余地は未だ大きく、現在

の学術的分類に基づいた教材としての提示方法と授業での活用方法などについて再検討を行う価値

がある。 

以上のような背景から、東京学芸大学及び附属学校が保有する岩石・鉱物標本や岩石園を、学校

理科で活用可能な教材資源として再整備し、授業実践へ接続するための基盤を整えることが求めら

れる。本プロジェクトでは、本学及び附属学校の実験室内の岩石鉱物標本や野外の岩石園の岩石類を

整備し、データベース化・アーカイブ化することで、地学を専門としない理科教員にとっても、教材

として扱いやすい岩石・鉱物標本セットを構築し、実習プログラムを開発することを目的とした。 

 

 ２ 本プロジェクトの実施内容 

（１）  小金井小学校岩石園の整理 

東京学芸大学附属小金井小学校の岩石園は、19 試料の屋外岩石標本で構成されているが、設置・





 

歌詞中には下線部の 20 種の岩石名が登場する。これらは、例えば火成岩、堆積岩、変成岩といっ

た分類分けを行った場合もそれぞれの分類に属する岩石名が複数存在し、形成過程の異なる幅広い

岩石が列記されていることが分かる。また、このうち角岩は現在、一般的に使用される学術名では、

チャートの和名として扱われるため 19 種の岩石名が登場することになり、現在、岩石園に存在する

屋外岩石標本の数と一致する。肉眼観察及び機器分析結果に基づいた岩石園の展示標本の岩石名と

比較すると、1 種を除いて 18 種については、大きな分類としてほぼほぼ関連付けることができ、小

金井小学校の「岩石園のうた」と実際の岩石園の展示標本とを関連づけた教育活動が実施可能であ

る。 

 

理科実験室での室内観察用標本及び岩石園のミニチュアの作成 

岩石園の採取試料の一部を使用し、実際の岩石試料を使用・配置を再現した岩石園のミニチュア

を作成した（図 2）。実際に手に触れて観察でき、岩石名に関してクイズ形式で展示することで、学

校生活の中で日頃から慣れ親しむことのできる教材として作成した（図 2）。また採取試料のうち、

理科実験室での室内観察教材用に分割された岩石片は、鉱物の色や組織などの特徴を肉眼観察で捉

えやすくするため、切断面や研磨面が多く含まれるものを使用したが、岩石園のミニチュア用に分割

された岩石片は、風化面を残すことで、実際に岩石園で観察できる外観をミニチュアでも観察できる

ようにした。これらの理科実験室及びミニチュア教材は、室内で実際に岩石試料に触れながら、岩石

園の野外観察活動の事前・事後学習としても使用することができる。 

 

図 2. 本プロジェクトで作成した岩石園のミニチュア。実際の配置を再現している（左図）。手に触

れながらクイズ形式で岩石名を学ぶことができる（右図）。 

 

岩石園の案内板の作成 

小金井小学校の岩石園に設置予定の案内板を作成した。案内板はスタンド看板にポスターを掲示

する形式で用意し、来園者がその場で各展示標本の情報を得ることができるように設計した。また

QR コードを含め、来園者が自身のスマートフォン等で読み込むことで、本岩石園に関するウェブペ

ージにアクセスし、詳細かつ更新可能なコンテンツを閲覧できるするようにした。 

 

（４）  ウェブサイトの公開 

岩石標本の撮影方法の検討 

デジタル教材として使用可能な岩石標本データを学校現場で容易に構築・取得できるような撮影

環境について検討した。安価に購入可能な市販品のプラスチックダンボールを組み立て作成した（図

3）。また、天板にカメラ用の穴を開け、スマートフォンを置けるようにし、複数方向からの照明とス

ケールを内部に設置することで、安価で簡便な装置環境でも、岩石標本のデジタルアーカイブ化に必

要な画像データの収集に使用可能な撮影環境を整えることができる（図 3）。 

 



  

図 3. プラスチックダンボールを使用した岩石標本の撮影環境（左図）と撮影された岩石標本の例

（右図）。 

 

デジタルアーカイブ化 

得られた観察・分析結果やデジタルデータは、ウェブ上にアーカイブ化し、標本に関する岩石・

鉱物学的特徴を参照できる資料として整理し、今後同一手法で段階的に標本情報を充実させていく

基盤を構築した。 

 

 ３ 成果と課題 

本プロジェクトでは、東京学芸大学及び附属学校の岩石鉱物標本について整備を行い、特に小金

井小学校の岩石園について、機器分析を含む岩石・鉱物情報の再整備を行なった。それらの観察・分

析情報に基づいた実物およびデジタルでの教材化を行い、デジタルアーカイブ化を含め、データベー

ス化を行ったことで、岩石標本から詳細情報へのアクセスに加え、今後の情報の更新や実習プログラ

ムの開発に利用可能な環境を構築した。そのため、東京学芸大学及び附属学校の岩石鉱物標本のデー

タベース化と教材セットの構築は進んだ一方、実習プログラムの開発と実践に関しては、小金井小学

校岩石園をモデルケースとして今後取り組みを継続して実施していく必要がある。 

また、本プロジェクトで観察・分析を実施することができなかった、東京学芸大学及び附属学校

の岩石鉱物標本はまだ多く存在している。そのため、今後、対象標本数を徐々に増やし、さらなる岩

石標本の分析・整理・データベース化を段階的に拡充していくことを想定している。特に、小金井中

学校所蔵の岩石標本について、校外学習で訪れる地域の地質に関連した岩石標本を扱うことで、小学

校から中学校への附属学校間での体験を伴った継続した学びから、例えば岩石の形成過程に関連す

るような、より発展的な内容の学びに接続する教材の作成が期待される。 

このほか、岩石園の 3D 空間情報を今後収集することで、岩石園の 3D モデル化とデジタル空間の

構築を行い、現地での日中の観察が困難な場合や事前・事後学習用の代替教材として、例えばバーチ

ャルツアーのような、より実際の観察活動を体験できる補助教材の作成が期待される。このようなデ

ジタル教材は、岩石園や小金井キャンパスを学習資料として活用する機会を、広く一般に提供・発信

できる可能性がある。 

最後に、本プロジェクトでは、東京学芸大学附属小金井小学校の岩石園の屋外岩石標本 19 試料の

うち 14 試料が、肉眼観察に基づいて決められた岩石名から機器分析を行ったことで修正された。こ

れは、岩石名の同定において機器分析まで行うことの重要性を示していると同時に、附属学校と大学

の連携によって成果が得られた好例であり、今後の附属学校―大学間の連携継続が望まれる。 
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